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論 文 内 容 の 要 旨 
第１章 背景 













第 3章 左室腔内血流動態解析のための主流軸線上速度分布測定法の開発 
 左室壁動態解析のための「主流軸線上速度分布測定法」を開発するにあたり，心臓腔内血流（3 次



































第 6章 健常例群における駆出期の左室腔内血流動態と左室壁動態との関連  
 左室内主流軸線上速度分布と左室壁動態の関連を調べるために，健常例群 10例の駆出期について，






部より広い半紡錘形状から MS で心基部が広い漏斗状形状，LS では円筒状形状に変化し，内径変化は
心基部で大きく心尖部で小さいものであった．心室中隔壁と左室後壁の壁厚は，心基部と中央部，ES
と MSの心尖部で増加したが，心尖部の LSは減少した． 
























第 8章 病的症例における駆出期および流入期の左室腔内血流動態と左室壁動態の解析  



























第 10章 結論 
本研究で考案した「主流軸線上速度分布測定法」は実用性が高く，この方法によって得られた主流
軸線上速度分布パターンは，心臓腔内の圧分布状況，流量分布状況を表現し，3 次元情報を含んだ壁
の変形特性，心筋の伸縮特性によって生じた結果を示していると考えられた．以上から，主流軸線上
速度分布から局所心筋機能・ポンプ機能を直観的に判断できる可能性があり，臨床の現場で用いられ
ている従来の方法にはない心機能の新しい評価法に成り得ると判断された． 
主流軸線上速度分布は，心室の局所心筋の伸縮機能と密接な関連のある情報を含んでおり，その詳
細な解析は心筋機能の非観血的評価に重要な役割を演じると考えられた． 
 
